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  １）現延岡保健所

課題番号７ 食中毒の分類

食中毒

細菌

ウイルス

自然毒化合物

寄生虫

大腸菌、ウエルシュ菌
カンピロバクター 等

ノロウィルス 等

ヒスタミン 等

アニサキス
クドア 等

植物性
動物性

自然毒とは

動植物が体内に持つ毒成分

植物性

毒キノコ

有毒植物 等

動物性

フグ毒

貝毒

シガテラ毒

パリトキシン及び

パリトキシン様毒 等

食中毒の発生状況

細菌, 

3,545 
ウイルス, 

2,175 

寄生虫, 

669 

化学物質, 

148 

自然毒, 

172 

その他, 

45 

不明, 

102 

厚生労働省食中毒統計 病因物質別食中毒発生状況

細菌, 46

植物性

自然毒, 

34

動物性

自然毒, 

30

ウイルス, 

1

不明, 4

患者数 N=6,856
2022

死者数 N=115
2001～2020 

・分子量2,680

・猛毒（フグ毒の20倍、青酸カリの8,000倍） ・横紋筋融解症

・1971年にイワスナギンチャクから単離 （筋肉痛、呼吸困難等）

パリトキシン（PTX）

ウミスズメブダイ

原因魚種

出典：厚生労働省 自然毒のプロファイル：魚類：パリトキシン様毒
https://www.mhlw.gp.jp/topics/syokuchu/poison/animal_det_03.html
（2023年5月25日アクセス可能）

ハコフグアオブダイ
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魚類の毒化機構

付着

毒化

食中毒摂 食

Ostreopsis cf.ovata

有毒渦
鞭毛藻

出典：Wikipedia
https://ja.Wikipedia.org/wiki/Ostreopsis
（2023年6月20日アクセス可能）

Palythoa grandis

イワスナ
ギンチャク

出典：Wikipedia https://ja.Wikipedia.org/wiki/スナギンチャク
（2023年6月20日アクセス可能）

藍藻の
共生

PTXの
生成
＆蓄積

出典：https://goumet-note.jp/posts/3308
（2023年6月20日アクセス可能）

アオブダイ
他

捕食

発生状況（1997～2020年）

1

1

4

5

8

1

1

11

1

2

沖縄：1

毒化関連生物の分布

イワスナギンチャク ：冬の温度16℃以上の海
有毒渦鞭毛藻Ostreopsis属 ：房総半島が北限

地球温暖化に伴う生息域北上

有毒渦鞭毛藻
（Ostreopsis属）

1980年代 近年
イワスナギンチャク生息域

PTX・PTX様毒

PTX PTX様毒

食中毒症状
・横紋筋融解症（筋肉痛）

                     ・ＣＰＫの上昇 
                     ・呼吸困難 など 

発症時間 数分～数時間 ６～２４時間

化学構造 ○ ×

分析 LC-MS/MS ○ ×

試験法

マウス試験 △ △

その他 細胞培養法

調査研究の目的

１ LC-MS/MS分析の精度向上

２ 細胞培養法を用いた検出法の開発

PTX及びPTX様毒の検出技術の確立

・検体からの抽出方法・条件の検討
・LC-MS/MS分析条件及び回収率の向上

・先行事例を参考に分析条件等の検討

調査研究の目的

１ LC-MS/MS分析の精度向上

２ 細胞培養法を用いた検出法の開発

PTX及びPTX様毒の検出技術の確立

・検体からの抽出方法・条件の検討
・LC-MS/MS分析条件及び回収率の向上

・先行事例を参考に分析条件等の検討

7 8

9 10

11 12



対象

魚種
アオブダイ

部位
筋肉
肝臓

成魚：額にコブ
幼魚はコブがなく
他種と判別が難しい

PTX抽出：従来法

問題点

• PTX：プラスチック吸着

•   クロロホルム使用

ガラス器具の使用

実験条件の制限

（遠心条件等）

• 操作が煩雑

時間 ：2日

回収率：60～70％程度

試料＋メタノール

ホモジナイズ

遠心分離

精製：ヘキサン×2

精製：クロロホルム×2

濃縮・定容

LC-MS/MS

PP製遠沈管使用の確認試験

PTX吸着

使用：3時間

吸着試験
：6時間

吸着なし

PP製遠沈管を使用

試料＋メタノール

ホモジナイズ

遠心分離

精製：ヘキサン

精製：クロロホルム

濃縮・定容

LC-MS/MS

ｸﾛﾛﾎﾙﾑ耐性

使用：20分

耐久試験
：30分

溶出・変形なし

改良：ホモジナイズ

試料＋メタノール

ホモジナイズ

遠心分離

精製：ヘキサン

精製：クロロホルム

濃縮・定容

LC-MS/MS 多検体同時処理が可能に

改良：ヘキサン精製

冷却 -80℃ 10分
遠心分離 5000G 2分

試料＋メタノール

ホモジナイズ

遠心分離

精製：ヘキサン

精製：クロロホルム

濃縮・定容

LC-MS/MS

泡沫
分離度：低

冷却、遠心力増強 分離度の向上

改良：濃縮

KCl水溶液：水が濃縮の妨げに

無添加を検討

  筋肉：分離○ 肝臓：分離×

必要に応じて水を添加

試料＋メタノール

ホモジナイズ

遠心分離

精製：ヘキサン

精製：クロロホルム

濃縮・定容

LC-MS/MS
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検査時間・成績

従来法：2日

改良法：1日

添加回収率
筋肉：  98 ± 9 %

肝臓：154 ± 43 %
夾雑成分 多

試料＋メタノール

ホモジナイズ

遠心分離

精製：ヘキサン

精製：クロロホルム

濃縮・定容

LC-MS/MS

今後の方針

採取数 検査部位

アオブダイ ３

筋肉・肝臓

他の部位

ハコフグ １

チャイロマルハタ １

今後調査

不検出

調査研究の目的

１ LC-MS/MS分析の精度向上

２ 細胞培養法を用いた検出法の開発

PTX及びPTX様毒の検出技術の確立

・検体からの抽出方法・条件の検討
・LC-MS/MS分析条件及び回収率の向上

・先行事例を参考に分析条件等の検討

先 行 研 究

ＲＤ-Ａ細胞株（ヒト胎児横紋筋肉腫）を使用
アオブダイ肝臓から、
ＥＵ基準（可食部のＰＴＸ推定許容値30ng/g相当）を
検出できる手法を確立

長崎県環境保健研究センター

ＲＤ-Ａ細胞株を培養、細胞の確保

検査手順の検討

判断樹

食中毒

（PTX or PTX様毒）

LC-MS/MS

PTX ○ PTX ×

細胞培養法

細胞毒性 ○ 細胞毒性 ×

PTX PTX様毒

調査計画

R4

• アオブダイ等の試料採取

• 抽出条件・LC-MS/MS分析条件の検討

R5

• LC-MS/MS分析法の確立

• 細胞培養法による検出法の検討

R6

• 細胞培養法の分析条件検討

• 二つの方法による総括評価
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